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中部方面混成団創立３周年・大津駐屯地創設５１周年

記 念 行 事

栄
え
あ
る

団
長
・司
令
感
謝
状
贈
呈

団
長
感
謝
状
受
賞
者

司
令
感
謝
状
受
賞
者

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会

常
任
理
事

第
四
陸
曹
教
育
隊
英
語
講
師

井上 則一 様藤本 昌信 様ロバート・ロペス様緒方 正治 様綾野 義隆 様

嶋本 美代 様

中
部
方
面
混
成
団
長
兼
大
津
駐

屯
地
司
令
は
、
平
素
か
ら
我
が
国

の
防
衛
と
自
衛
隊
の
任
務
に
深
い

ご
理
解
を
寄
せ
ら
れ
、
永
年
に
わ

た
り
ご
功
績
の
あ
っ
た
八
名
の

方
々
に
対
し
、
創
立
記
念
日
行
事

に
合
わ
せ
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
観
閲
式

に
お
い
て
各
々
紹
介
さ
れ
た
。齋内 芳江 様

前 卓二 様

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会

常
任
理
事

第
一
〇
九
教
育
大
隊
友
の
会

副
会
長

滋
賀
県
防
衛
協
会
女
性
部

副
部
長

大
津
自
衛
隊
協
力
会

理
事

第
一
一
〇
教
育
大
隊
教
友
会

監
査
監
事

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
後
援
会

「百
万
一
心
の
会
」
副
会
長

中
部
方
面
混
成
団
及
び
大
津
駐

屯
地
（団
長
兼
駐
屯
地
司
令

濵
﨑

哲
郎

一
佐
）は
、
国
会
議
員
、
滋
賀

県
副
知
事
、
大
津
市
長
を
は
じ
め
、

各
自
治
体
・協
力
団
体
、
近
傍
駐
屯

地
か
ら
部
内
外
多
数
の
来
賓
の
出

席
を
得
て
、
団
創
立
三
周
年
・
駐
屯

地
創
設
五
十
一
周
年
記
念
行
事
を

盛
大
に
挙
行
し
た
。

当
日
は
、
生
憎
の
雨
天
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
っ

た
。観

閲
式
は
、
中
部
方
面
混
成
団
副

団
長
（内
田
義
則

一
佐
）を
観
閲

部
隊
指
揮
官
と
し
て
、
団
隷
下
部
隊

（第
四
十
七
普
通
科
連
隊
、
第
四
陸

曹
教
育
隊
、
第
一
〇
九
教
育
大
隊

及
び
第
一
一
〇
教
育
大
隊
）約
八
〇

〇
名
と
第
三
音
楽
隊(

千
僧
）
三
十

名
の
隊
員
が
参
列
し
た
。

団
長
は
式
辞
で
、
「自
衛
隊
は
、

『
危
機
に
際
し
て
は
直
ち
に
行
動
し

て
結
果
を
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
』と
い
う
認
識
に
立
ち
、
あ
ら

ゆ
る
事
態
に
対
し
即
応
し
て
完
璧
に

任
務
を
遂
行
で
き
る
活
力
に
溢
れ

た
『強
靱
な
中
部
方
面
混
成
団
、
強

靱
な
大
津
駐
屯
地
』
の
創
造
の
た
め
、

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
に
あ
っ
て
は
、

常
備
・即
応
予
備
自
衛
官
が
一
体
と

な
り
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
対
し
て
普

通
科
連
隊
と
し
て
の
戦
闘
力
を
十

分
発
揮
し
う
る
よ
う
着
実
な
練
成

に
努
め
る
こ
と
。
第
四
陸
曹
教
育
隊
、

第
一
〇
九
教
育
大
隊
及
び
第
一
一

〇
教
育
大
隊
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
基
本
教
育
を
通
じ
、
教
育
に

携
わ
る
者
と
学
生
・新
隊
員
が
一
丸

と
な
っ
て
、
野
戦
に
お
け
る
戦
闘
員

と
し
て
真
に
役
立
つ
隊
員
、
あ
ら
ゆ

る
事
態
に
対
応
で
き
る
隊
員
を
目

標
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
す

る
。
」
と
述
べ
た
。

観
閲
行
進
で
は
、
第
三
音
楽
隊
が

演
奏
す
る
中
、
こ
の
春
に
入
隊
し
た

第
一
〇
九
教
育
大
隊
の
新
入
隊
員
、

第
四
陸
曹
教
育
隊
の
陸
曹
候
補
生
・

上
級
陸
曹
学
生
及
び
第
四
十
七
普

通
科
連
隊
の
隊
員
が
威
風
堂
々
と

行
進
し
、
大
き
な
拍
手
を
浴
び
た
。

式
典
後
は
、
新
入
隊
員
三
七
八
名

に
よ
る
自
衛
隊
体
操
、
第
四
十
七
普

通
科
連
隊
に
よ
る
現
代
戦
を
想
定

し
た
迫
力
あ
る
模
擬
戦
が
実
施
さ

れ
、
見
学
者
を
圧
倒
・魅
了
し
た
。

そ
の
後
は
、
祝
賀
会
食
、
数
々
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
、
来

隊
し
た
方
々
に
、
中
部
方
面
混
成
団

及
び
大
津
駐
屯
地
に
対
す
る
一
層

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

雨の中、隊員に拍手する来賓

第３音楽隊による演奏１０９教大・女性新隊員の行進

整然と並んだ４曹教隊員

新入隊員による自衛隊体操

連隊長率いる４７普連の車両行進火を噴く３特隊のFH－７０

３戦大と４７普連の協同模擬戦

観閲部隊指揮官・内田１佐 観閲官・濵﨑１佐
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◆
二
十
二
年
度
即
応
予
備
自
衛
官
訓
練
を
開
始
！

◆
隊
内
生
活
体
験
を
支
援

◆
各
課
程
教
育
で
陸
曹
養
成

「俺
を
見
よ
！
俺
に
続
け
！
」

第
一
一
七
（一
次
）
陸
曹
候
補
生
課
程

（
四
月
五
日
～
六
月
二
八
日
）

第

四

十

七

普

通

科

連

隊

第

四

陸

曹

教

育

隊

第
一
一
六
期

初
級
陸
曹
特
技
課
程

（
四
月
六
日
～
六
月
二
五
日
）

第
一
六
三
期

陸
曹
上
級
課
程

（
四
月
八
日
～
六
月
一
六
日
）

第
四
二
期

陸
曹
基
礎
英
語
課
程

（
四
月
八
日
～
七
月
一
六
日
）

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
（連
隊

長

谷
川
拓
美

一
佐
）は
、
四
月

十
日
・十
一
日
及
び
十
七
日
・十

八
日
、
各
出
頭
駐
屯
地
に
お
い
て

平
成
二
十
二
年
度
訓
練
開
始
式

を
実
施
し
た
。

今
年
度
は
新
た
に
採
用
さ
れ
た

即
応
予
備
自
衛
官
三
十
六
名
を

加
え
て
、
常
備
自
衛
官
、
即
応
予

備
自
衛
官
合
わ
せ
て
六
一
六
名

で
訓
練
が
開
始
さ
れ
た
。

谷
川
連
隊
長
は
、
各
出
頭
駐
屯

地
に
お
い
て
、
「我
々
は
即
応
予

備
自
衛
官
の
教
育
担
任
部
隊
で

は
な
い
。
練
成
部
隊
で
あ
り
、
即

自
と
常
備
は
共
に
戦
う
同
志
で

あ
る
。
連
隊
長
以
下
が
一
丸
と

な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
職
務
を
全
う
し
、

フ
ル
部
隊
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い

『
日
本
一
の
即
応
予
備
自
衛
官
連

隊
』に
向
け
、
一
歩
で
も
二
歩
で

も
前
進
す
る
。
」と
の
訓
示
を
徹

底
し
た
。

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
は
、
四

月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま

で
の
間
、
企
業
四
社
九
十
名
（日

本
通
運
（株
）八
名
、
広
島
ス
バ
ル

（株
）七
名
、
広
島
信
用
金
庫
協
会

五
十
二
名
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ウ
エ
ス
ト
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
（株
）二
十
三
名
）に
対

し
隊
内
生
活
体
験
を
支
援
し
た
。

防
衛
講
話
・基
本
教
練
・救
急

法
・ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
・非
常
呼
集
・

体
力
検
定
・徒
歩
行
進
等
の
訓
練

を
通
じ
て
企
業
の
所
期
要
望
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

生
活
体
験
参
加
者
か
ら
は
、
「時

間
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感

し
た
。
こ
の
事
は
こ
れ
か
ら
の
生

活
で
も
大
変
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
う
の
で
、
常
に
意
識
し
て
、
今

後
、
生
活
・職
場
に
活
か
し
て
行

き
た
い
。
」等
の
所
見
を
得
る
と
と

も
に
、
支
援
要
員
の
指
導
・指
揮

能
力
の
向
上
を
図
る
事
が
で
き

た
。

基本教練 ロープワーク

１０キロ徒歩行進 隊員食堂での昼食 第３中隊（海田市）

砂盤での命令下達総合訓練（接敵行進）

米国人講師との英会話実習 ０１式軽対戦車誘導弾（０１ATM）の射撃の瞬間！

第
四
陸
曹
教
育
隊
（隊
長

髙
木
一
成

一
佐
）

は
、
四
月
五
日
を
皮
切
り
に
、
平
成
二
十
二
年
度

の
各
課
程
教
育
を
開
始
し
た
。

中
部
方
面
隊
の
陸
曹
教
育
の
骨
幹
と
し
て
、
強

く
逞
し
い
真
に
役
立
つ
陸
曹
の
育
成
に
邁
進
し

て
い
る
。

第１中隊（善通寺）

第２中隊（山口） 本部管理中隊（日本原）
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第

一

〇

九

教

育

大

隊

第

一

一

〇

教

育

大

隊

◆
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
前
期

◆
新
隊
員
課
程
前
期
（女
子
）

◆
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
前
期

テ
レ
ビ
取
材
に
協
力

善
通
寺
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事
に
参
加

第
一
一
〇
教
育
大
隊
（大
隊

長

松
本
幸
徳

二
佐
）は
、
四

月
一
日
～
六
月
三
十
日
の
間
、

善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第

三

期
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程

前
期
教
育
を
担
任
実
施
し
た
。

三
〇
六
名
の
新
入
隊
員
た
ち

は
、
部
隊
に
お
い
て
真
に
役
立
つ

隊
員
と
な
る
べ
く
、
各
種
教
育

訓
練
に
汗
を
流
し
た
。

六
月
三
十
日
に
善
通
寺
駐
屯

地
を
離
れ
て
部
隊
配
置
と
な
り
、

後
期
教
育
で
の
健
闘
が
期
待
さ

れ
る
。

第
一
一
〇
教
育
大
隊
は
、
四

月
二
十
五
日
、
善
通
寺
駐
屯
地

で
開
催
さ
れ
た
第
十
四
旅
団
創

隊
四
周
年
・善
通
寺
駐
屯
地
開

設
六
十
周
年
記
念
行
事
に
、
大

隊
長
以
下
三
三
八
名
（第
三
期

一
般
陸
曹
候
補
生
を
含
む
。
）

が
参
加
し
、
観
閲
式
及
び
観
閲

行
進
に
お
い
て
、
溌
剌
と
し
た

真
姿
を
来
隊
者
に
披
露
し
た
。

基本教練

小銃実弾射撃

２５キロ徒歩行進 歩哨訓練

各個戦闘訓練

第
一
〇
九
教
育
大
隊
（大
隊

長

山
口
卓
二

二
佐
）は
、
四

月
一
日
～
六
月
三
十
日
の
間
、

大
津
駐
屯
地
に
お
い
て
第
三
期

一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
前
期

（三
二
〇
名
）、
新
隊
員
課
程
前

期
（女
子
五
十
五
名
）の
教
育
を

担
任
実
施
し
た
。

新
入
隊
員
た
ち
は
教
育
間
、

大
隊
長
が
述
べ
た
要
望
事
項

「一
に
挑
戦
・積
極
、
二
に
同
期

の
絆
を
大
切
に
せ
よ
。
」を
忠
実

に
実
施
し
、
基
本
と
な
る
知
識

と
技
術
を
修
得
し
た
。

六
月
三
十
日
に
大
津
駐
屯
地

を
離
れ
て
部
隊
配
置
と
な
り
、

後
期
教
育
で
の
健
闘
が
期
待
さ

れ
る
。

小銃実弾射撃

基本教練

体力検定

小銃分解結合

歩哨訓練

各個戦闘訓練

第
一
〇
九
教
育
大
隊
は
、
六

月
十
一
日
、
ｅ
ｏ
光
系
ケ
ィ
キ
ャ
ッ

ト
の
テ
レ
ビ
取
材
に
協
力
し
た
。

取
材
者
た
ち
は
、
女
性
新
隊

員
の
勇
猛
果
敢
な
戦
闘
訓
練
の

様
相
に
、
終
始
圧
倒
さ
れ
て
い

た
。取

材
さ
れ
た
戦
闘
訓
練
の
模

様
は
、
後
日
に
関
西
一
円
の
三

十
二
万
世
帯
に
放
映
さ
れ
た
。

戦闘訓練を取材するカメラマン整列した１１０教大隊員観閲行進する一般陸曹候補生
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中

国

人

民

解

放

軍

と
の
部

隊

間

交

流

出迎え記念楯の交換新入隊員教育の実視

部隊長等との記念撮影新入隊員との記念撮影生活関連施設（食堂）の実視

第

三

師

団

長

感

謝

状

受

賞
大津市長

目片 信 氏

大
津
市
長

目
片

信
（め
か

た

ま
こ
と
）
氏
は
、
五
月
十

六
日
、
千
僧
駐
屯
地
で
開
催
さ

れ
た
第
三
師
団
創
立
四
十
九
周

年
記
念
行
事
に
お
い
て
、
永
年
に

わ
た
る
自
衛
隊
へ
の
功
績
に
よ

り
、
師
団
長
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
さ
れ
た
。

目
片
氏
は
、
現
大
津
市
長
で

あ
り
、
平
成
十
五
年
四
月
に
大

津
自
衛
隊
協
力
会
に
入
会
、
二

十
二
年
五
月
ま
で
の
七
年
間
に

わ
た
り
、
会
長
と
し
て
協
力
会

活
動
に
積
極
的
に
尽
力
さ
れ
た
。

中

部

方

面

混

成

団

友

の
会

総

会

開

催

二
十
二
年
度
大
津
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱

情
報
誌
に
取
材
協
力

大津駐屯地モニターに委嘱された方々

撮影に応じる４曹教助教

新会長

田中 清司 氏総会資料を審議する会員

大
津
駐
屯
地
は
、
四
月
九
日
、

平
成
二
十
二
年
度
大
津
駐
屯
地

モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱
式
を
、
新
入

隊
員
の
入
隊
式
に
合
わ
せ
て
実

施
し
た
。

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
駐

屯
地
の
隊
務
運
営
に
関
し
て
、

駐
屯
地
周
辺
に
居
住
す
る
人
々

の
意
見
・要
望
等
を
聴
取
し
、
じ

後
の
諸
施
策
の
資
と
す
る
と
と

も
に
、
駐
屯
地
と
地
域
社
会
と

の
一
体
化
を
図
る
事
を
目
的
と

し
て
い
る
。

大
津
駐
屯
地
は
、
四
月
七
日
、

滋
賀
県
内
タ
ウ
ン
情
報
誌
「ぱ

ど
ナ
ビ
マ
ガ
ジ
ン
」の
「働
く
人

紹
介
コ
ー
ナ
ー
」に
取
材
協
力
し

た
。こ

の
情
報
誌
は
、
毎
月
一
回
十

万
部
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
駐

屯
地
内
の
各
部
隊
（団
本
部
、
四

曹
教
、
一
〇
九
教
大
、
業
務
隊
、

会
計
隊
及
び
基
通
隊
）で
勤
務

す
る
隊
員
十
六
名
が
、
写
真
と

と
も
に
五
月
号
で
紹
介
さ
れ
、

県
内
に
お
け
る
自
衛
隊
・大
津

駐
屯
地
の
広
報
に
寄
与
し
た
。

二
十
二
年
度
は
、
第
三
師
団

か
ら
大
津
駐
屯
地
が
担
当
を
命

じ
ら
れ
、
自
衛
隊
滋
賀
地
方
協

力
本
部
の
協
力
も
得
て
十
五
名

の
方
を
選
考
採
用
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
に
は
一
年
間
、
大
津

駐
屯
地
の
各
種
行
事
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
年
度
末
に
実
施

さ
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
モ
ニ

タ
ー
会
議
で
意
見
を
聴
取
す
る

こ
と
に
な
る
。

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
の
積
極
的
な

行
事
参
加
と
意
見
提
出
が
期
待

さ
れ
る
。

委嘱式における司令との懇談

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会
は
、

五
月
二
十
三
日
、
団
創
立
記
念

日
行
事
に
合
わ
せ
、
大
津
駐
屯

地
の
本
部
庁
舎
内
で
総
会
を
実

施
し
た
。

当
初
、
二
十
一
年
度
事
業
・
会

計
報
告
を
実
施
、
続
い
て
二
十

二
年
度
事
業
・予
算
案
及
び
役

員
改
選
に
つ
い
て
審
議
し
、
満
場

一
致
で
可
決
し
た
。

役
員
改
選
に
お
い
て
は
、
五
年

間
会
長
を
務
め
ら
れ
た
山
下
照

夫
氏
が
名
誉
会
長
と
な
り
、
第

五
代
会
長
に
田
中
清
司
（た
な

か

き
よ
し
）氏
が
就
任
し
た
。

ま
た
、
副
会
長
に
山
本
覺
氏
、

監
事
に
山
口
大
作
氏
・青
山
真

由
美
氏
、
事
務
局
長
に
内
藤
文

雄
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
新
任
し
た
。

新
役
員
の
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。

大
津
駐
屯
地
は
、
六
月
十
五

日
、
中
国
人
民
解
放
軍
将
官
ら

の
訪
問
を
受
け
た
。

今
回
の
訪
問
は
、
中
国
人
民

解
放
軍
済
南
軍
区
と
中
部
方
面

隊
と
の
間
で
、
部
隊
レ
ベ
ル
の
交

流
に
よ
り
相
互
理
解
と
信
頼
関

係
の
増
進
を
図
る
目
的
で
実
施

さ
れ
た
。

来
隊
し
た
司
令
員

范
（は
ん
）

上
将
以
下
九
名
の
将
官
等
は
、

濵
﨑
司
令
の
出
迎
え
後
、
記
念

撮
影
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
、

司
令
の
案
内
の
も
と
、
第
一
〇

九
教
育
大
隊
の
新
入
隊
員
教
育

に
お
け
る
学
科
教
育
、
戦
闘
訓

練
及
び
生
活
関
連
施
設
を
実
視

し
た
。

雨
中
で
は
あ
っ
た
が
、
司
令
員

以
下
興
味
津
々
で
あ
り
、
駐
屯

地
隊
員
の
真
摯
な
対
応
に
、
非

常
に
満
足
さ
れ
た
様
子
だ
っ
た
。


